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1.まことのぶどうの木 2.ついている枝 3.実 メモ

▲イエスがぶどうの木で私たちは枝で

ある。ぶどうの枝である私たちはどの

ようにして実を結ぶのか。

1)木－イエス・キリスト
(1)ヨハ 15:5(わたしはぶどうの木で、
あなたがたは枝です。人がわたしにと

どまり、わたしもその人の中にとどま

っているなら、そういう人は多くの実

を結びます。わたしを離れては、あな

たがたは何もすることができないか

らです)
(2)農夫がぶどうの木を管理をしない
とぶどうの木を守ることが出来ない。

(3)イスラエルの木は、オリーブの木、
ぶどうの木、いちじくの木である。

(4)その中でもぶどうの木はイスラエ
ル人にとって必ず必要な木である

(飲み物、健康のため）
2)枝－聖徒
3)農夫－父なる神様
(1)ぶどうの木は毎年手入れをする
(2)農夫は、ぶどうの実が結ばない枝
を剪定（せんてい）する(ヨハ 15:2)。
＊剪定（せんてい）とは木の枝を切り、

形を整えたり、風通しを良くする事

(3)実を結ばない枝は未信者
(4)残された枝は救われた聖徒
(5)神様が聖徒を選び枝として残され
ているのは恵みである

－聖徒を神様の子供として下さった

(6)Ⅰペテ1:23(あなたがたが新しく生
まれたのは、朽ちる種からではなく、

朽ちない種からであり、生ける、いつ

までも変わることのない、神のことば

によるのです)
①キリストを信じたことで救われた

－信じたことで枝となる。

②イエス・キリストを信じていること

は神様の恵みである。

▲枝である私達はどのようにして実が結ばれるか

1)ヨハ 15:4(わたしにとどまりなさい。わたしも、あ
なたがたの中にとどまります。枝がぶどうの木に

ついていなければ、枝だけでは実を結ぶことがで

きません。同様にあなたがたも、わたしにとどま

っていなければ、実を結ぶことはできません)
(1)イエス様についている(繋がっている)事が
信仰生活である。

(2)ぶどうの木であるイエス様についていくべき
－with,Immanuel(主が共におられる事を味わう)
(3)ガラ 2:20(私はキリストとともに十字架につ
けられました。もはや私が生きているのではな

く、キリストが私のうちに生きておられるので

す。いま私が、肉にあって生きているのは、私

を愛し私のためにご自身をお捨てになった神の

御子を信じる信仰によっているのです)
―私はキリストと共に十字架につけられた。

私たちは聖くされた。ただキリストに繋がる。

(4)キリストが呪い、災い、サタン、地獄の問題
を解決した－キリストの力を信じる。

(5)罪の始まりは悪魔である
－悪魔に勝利をされたキリストが必要である。

2)同行－創 5:24(エノクは神とともに歩んだ。神が
彼を取られたので、彼はいなくなった)
(1)エノクは神と共に歩み死なずに天国に行く。
(2)神様と共に歩む事を味わうことが信仰生活。

3)ヨハ 15:7(あなたがたがわたしにとどまり、わたし
のことばがあなたがたにとどまるなら、何でもあ

なたがたのほしいものを求めなさい。そうすれば、

あなたがたのためにそれがかなえられます)
(1)御言葉に留まる生活をする
①神様が共にいる事を分かると御利益的な

信仰とは違ってくる。

②私に御言葉が成就をされるように祈るべき。

(御言葉を黙想をする・神様の御言葉と共に歩む)
―必要な肉的な物は全てついてくる(マタ 6:33)
(2)御言葉＋腹式呼吸の祈りを味わう。
(3)対話の祈りで神様との交わりの時間を持つ。

▲まことのぶどうの木であるイエス様についている

時に必ず実を結ぶ(弟子、愛、赦し、伝道の実)。
1)弟子－ヨハ 15:8(あなたがたが多くの実を結び、わた
しの弟子となることによって、わたしの父は栄光を

お受けになるのです)
(1)イエス様と繋がっている弟子は多くの実を結ぶ。
(2)ヨハ 8:31(そこでイエスは、その信じたユダヤ人た
ちに言われた。「もしあなたがたが、わたしのことば

にとどまるなら、あなたがたはほんとうにわたしの

弟子です）－神様の御言葉に留まる人が弟子である。

2)ヨハ 15:12(わたしがあなたがたを愛したように、あ
なたがたも互いに愛し合うこと、これがわたしの戒

めです)
(1)聖徒と聖徒同士が愛し合うよう事。
(2)イエス様との深い関係が出来る人ほど、聖徒同士
の関係が成り立つようになる。

(3)｢成功の物差しは身近な人が幸せで、自分を愛してく
れているかどうか」(ウォーレン・バフェット
／アメリカの最も著名な投資家、経営者、資産家)
－成功したとしても人間に必要なのは愛である。

(4)ヨセフは成功した時にも兄を赦した(創 45:5)
(5)愛し合うことが出来るのはどれだけ神様と深い
対話が出来て、御言葉を味わう事が出来るかである。

(6)献身や献金は神様の子どもに下さった祝福
－教会ために献身をしたい気持ちが出て来る。

3)証人－ヨハネ 15:27(あなたがたもあかしするので
す。初めからわたしといっしょにいたからです)
(1)主と共にいると証人の祝福を受けるしかない。
(2)キリストの力を体験をする分、証人となる。

▲結論

(1)聖徒を理解して愛すること。そして伝道の実が
結ぶようになる。

(2)神様が共にいることを味わうことで力が現れる
ようになる。



区域地教会（2019 年 3 月 3 日～2019 年 3 月 9 日）
【賛美】 「イエスわが王よ」

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ

私は神のもの ゆえに神にささげん 御心のままにおさめよ 主イエスよ

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ

【使徒信条】

我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン

【メッセージ】 「まことのぶどうの木であるイエスキリスト」(ヨハネ 15:1-8)

【讃美】 427 日ごとよろこび

【祈り】

①教会の祈りの課題

・元旦メッセージ(第 1、2、3 RUTC 実現 ｢古い枠を壊すべき｣(Ⅱコリ 5:17)・｢新しい枠を整える

べき｣(使 9:15)・「霊的に戦う教会(兵士・軍隊)」(エペ 6:10－20)

・ 3 今日(御言葉、祈り、伝道)、 3 弟子(秘密決死隊、レムナントミニストリー、Holy Mason)、

3 サミット(霊的サミット、技能サミット、文化サミット)の契約を掴み成就を味わう。

・御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。

②区域地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。

③区域地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。

【フォーラム】

【祈り】

【主の祈り】

天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄

福音宣教教会

10の祈り題

(1)日本 1％福音化（使 18：9-10 ・ローマ 16：20）
(2)第 2 の宗教改革（マタ 16：16、I ペテ 2：9）
(3)日本 8,000 教会（使 17：1-3）
(4)200 地教会（創 41：36－38）
(5)1,000 大学（福音の人材、福音エリート/使 19：9-10)
(6)伝道(重職者)運動（3 弟子/ローマ 16 章）
(7)レムナント運動（イザ 6：13 / 3 サミット）
(8)癒しの運動（使徒 19：8-20）
(9)日本神学校、東日本神学校と教役者－Ⅱ列 6：8―23
(10)世界宣教（マタ 24：14、使 1：8）

伝道対象者

お知らせ
1. 3 月 27－29 日本レムナント大会

2．日本新学校、東日本神学校入学のために

3．3月 11 日～13 日 仙台教会伝道キャンプ

4．3月 21 日～23 日 浜松教会伝道キャンプ

5．3月 6日 主任牧師 韓国 RTS にて特別講義

福音宣教教会
主管牧師：御国イザヤ

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003

主日(日曜)1 部礼拝 7:00 ／ 2 部礼拝 10:00 ／ 3 部礼拝 12:00


